
三
國
名
勝
圖
會
巻
之
三
十
五

大
隅
國

囎
唹
郡敷

根

本
府
の
東
方
、
八
里
半
餘
に
あ
り
、
當
邑
は
即
ち
敷
根
郷
の
内
な
り
、
敷
根

郷
は
、
當
邑
と
國
分
邑
の
内
に
係
る
、
地
頭
館
、
敷
根
邑
に
あ
り
、

山

水

諸
山
合
記

上
之
段
村
の
内
、
長
野
谷
山
・
平
尾
山
等
の
山
あ
り
て
、
土
人
遊
獵
の
所
と
す
、
此

諸
山
、
福
山
・
國
分
に
堺
を
接
せ
り
、

高
橋
川

水
源
は
上
之
段
村
の
地
、
及
び
福
山
牧
野
よ
り
出
ず
、
敷
根
村
に
て
海
に
入
る
、

若
尊
碕

地
頭
館
よ
り
西
方
、
十
八
町
、

敷
根
村
に
あ
り
、
此
地
は
巌
觜

い
わ
は
な

に
て
、
西
の
方
に
向

ひ
、
海
上
に
突
出
す
る
こ
と
五
町
許
、
松
林
欝
然
と
し
て
、
翠
色
映
帯
し
、
染
る
が
如
し
、

又
此
觜
の
海
上
一
町
許
に
、
若
尊
礁
あ
り
、
老
松
二
株
圍
み
八
尺
許
蟠
り
、
偃
盖
愛
す
べ
し
、

其
嵓
觜
松
林
の
中
に
石
巖
あ
り
て
、
少
し
窟
穴
相
穿
て
り
、
其
中
に
神
を
齋
ふ
、
若
尊
大
明

神
と
い
ふ
、
祭
神
詳
な
ら
ず
。
木
像
二
体
、
此
地
海
陸
の
風
景
共
に
佳
勝
に
し
て
、
行
人
目

を
屬
す
る
所
な
り
と
す
、
又
此
海
濱
に
は
、
好
石
多
く
産
す
、
其
波
潮
の
爲
に
穿
た
れ
、
或

は
窩
穴
を
開
き
、
或
は
峯
巒
渓
、
谷
の
如
く
、
其
景
状
奇
な
る
者
あ
り
、
且
其
石
品
も
佳
な

る
を
以
て
、
本
府
假
山

つ
き
や
ま

・
剩せ

ん

水す
い

を
好
む
輩
、
遠
く
舟
に
乗
し
て
来
り
、
若
尊
石
と
て
賞
玩
す
、

本
藩
に
出
る
假
山

つ
き
や
ま

石
は
、
若
尊
沖
島
、
櫻
島
に
隷
く
、
瀧
ケ
水
帖
佐
脇
元
の
海
邊
、
等
の
産

を
以
て
、
翹
楚
と
す
る
と
い
ふ
、
此
若
尊
碕
の
地
、
東
南
の
方
、
少
は
福
山
に
屬
す
、

○

若
尊
大
明
神
社

前
文
に
見
ゆ
、

◎
獵り

ょ
う

・
・
・
猟
（
か
り
）

◎
巌
觜

い
わ
は
な

・
・
・
觜
（
く
ち
ば
し
）

◎
欝
然
・
・
・
草
木
の
茂
る
さ
ま

・
物
事
の
盛
ん
な
さ
ま

◎
翠
色
・
・
・
み
ど
り
色

映
帯
・
・
・
映
り
映
え
る
る
こ
と

◎
偃
盖
（
え
ん
が
い
）・
・
・
伏
せ
た
笠

笠
の
形
を
し
た
松

笠
松

◎
穿
て
り
・
・
・
穿
（
せ
ん
）
う
が
つ

穴
を
あ
け
る

つ
ら
ぬ
く

◎
齋
ふ
・
・
・
心
身
を
清
め
る

い
つ
く

い
わ
う

◎
峯
巒
（
ほ
う
ら
ん
）・
・
・
山
の
背

小
さ
く
と
が
っ
た
山

◎
隷
く
（
つ
く
）・
・
・
付
く

つ
き
従
う

◎
翹
楚
（
ぎ
ょ
う
そ
）・
・
・
多
く
の
中
で
す
ぐ
れ
た
者



神

社

劔
大
明
神
社

地
頭
館
よ
り
戌
方
、
三
町

敷
根
村
に
あ
り
、
社
地
方
一
町
半
許
、
松
林
森
然
た

り
、
泰
祀
韓
國
神
社
、
曾
祭
日
本
武
尊
、
本
田
親
盈
隅
州
神
社
考
、
是
に
同
じ
、
勸
請
の
年

月
詳
な
ら
ず
、
本
社
よ
り
丑
寅
の
方
六
七
町
に
劔
巖
と
い
ふ
峭
巖
あ
り
、
峩
々
と
し
て
層
立

す
、
劔
嵓
又
日
本
嶽
、
或
は
字
豆
の
峯
と
も
い
ふ
、
劔
巖
の
觜
を
琵
琶
の
甲
と
い
ひ
、
劔
巖

の
下
を
劔
が
崎
と
い
ふ
、
當
社
は
舊
其
巖
頂
に
あ
り
て
、
石ほ

祠こ
ら

立
ち
、
拜
殿
は
巖
下
の
平
地

に
あ
り
し
と
ぞ
、
劔
下
明
神
の
稱
は
劔
嵓
の
上
に
、
勸
請
せ
し
故
な
る
べ
し
、
然
る
に
延
寳

元
年
、
癸
丑
、
十
二
月
、
今
の
地
に
遷
宮
せ
り
、
韓
國
神
社
は
、
國
分
上
井
村
宇
豆
峯
の
麓

に
あ
り
、
國
分
の
卷
に
詳
な
り
、
想
ふ
に
此
地
劔
巖
を
、
或
は
宇
豆
峯
と
云
ふ
は
、
國
分
宇

豆
峯
に
擬
す
る
の
稱
な
る
べ
し
、
此
社
は
、
古
よ
り
當
邑
の
宗
社
な
り
と
い
ふ
、
然
る
に
敷

根
氏
、
敷
根
氏
は
、
猶
下
の
城
址
に
見
は
す
、
當
邑
を
領
せ
し
時
、
當
邑
天
滿
神
社
を
崇
敬

し
て
、
宗
社
と
せ
し
よ
り
、
世
々
誤
り
來
り
し
と
見
え
て
、
寛
文
十
年
、
十
一
月
九
日
、
官

よ
り
地
頭
桂
式
部
へ
命
じ
、
當
社
を
總
鎭
守
と
す
、
敷
根
氏
の
時
、
天
滿
神
宗
社
た
り
し
事

は
、
其
令
書
の
内
に
見
ゆ
、
又
當
鄕
土
猿
渡
仙
右
衛
門
家
藏
の
、
劔
大
明
神
由
緒
記
を
按
ず

る
に
、
古
來
敷
根
宗
社
の
故
、
貫
明
公
特
に
御
崇
敬
あ
り
、
山
田
利
安
へ
命
じ
て
、
再
興
し

給
ふ
、
先
是
敷
根
氏
領
地
の
時
、
天
滿
神
社
を
崇
信
し
、
諸
人
宗
社
の
如
く
尊
敬
し
て
、
祭

祀
も
亦
是
に
準
じ
、
今
に
至
り
て
亦
然
り
、
是
に
因
て
、
劔
の
社
自
然
哀
廢
し
ね
と
載
た
り
、

此
文
に
據
れ
ば
、
天
神
社
に
尊
信
深
き
を
以
て
、
其
勢
ひ
自
ら
宗
社
の
如
く
な
り
し
に
や
、

例
祭
正
月
中
丑
日
・
十
一
月
初
丑
日
、
社
司
瀬
戸
口
氏
、

◎
戌
方
・
・
・
西
北
西

◎
丑
寅
・
・
・
北
東

◎
峭
巖
・
・
・
高
く
険
し
い
岩

◎
峩
々
（
が
が
）・
・
・
山
の
高
く
け
わ
し
い

◎
舊
（
き
う

く
）・
・
・
久
し
く
年
を
経
る

む
か
し

ふ
る
き
時
代

◎
勸
請
（
か
ん
じ
ょ
う
）・
・
・
仏
の
霊
を
別
の
場
所
に
迎
え
て
祭
る
こ
と
（
菩
薩
本
行
経
）

神
仏
の
降
臨
を
請
い
願
う
こ
と

◎
延
寳
元
年
・
・
・
一
六
七
三
年

◎
宗
社
・
・
・
宗
廟
（
祖
先
の
み
た
ま
や
）
と
社
稷

し
ゃ
し
ょ
く

「
社
」
は
土
地
の
神

「
稷
」
は
穀
物
の
神

◎
按
ず
る
・
・
・
お
さ
え
る

く
だ
す

あ
げ
る

◎
貫
明
公
・
・
・
島
津
義
久



竪
山
大
明
神
社

地
頭
館
よ
り
卯
方
、
二
里
餘
、
上
之
段
村
に
あ
り
、
祭
神
詳
な
ら
ず
、
元
歴
元

年
、
甲
辰
、
熊
谷
但
馬
守
宗
直
、
奥
州
桑
井
津
よ
り
、
虚
空
藏
菩
薩
を
護
し
下
り
て
、
此
所

に
勸
請
崇
敬
せ
し
と
い
ふ
、
即
ち
寛
文
九
年
、
寳
暦
十
二
年
、
兩
棟
札
の
背
に
、
奉
造
立
竪

山
大
明
神
社
一
宇
云
々
、
奥
州
桑
井
津
福
園
虚
空
藏
、
爲
氏
守
神
、
奉
信
心
、
當
國
御
下
向
、

平
氏
朝
臣
熊
谷
但
馬
守
、
元
歴
元
年
、
甲
辰
云
々
と
記
す
、
社
司
日
、
虚
空
藏
と
い
へ
ば
佛

な
り
、
何
の
頃
よ
り
、
此
の
如
く
神
號
に
改
け
る
を
し
ら
ず
と
、
今
其
虚
空
藏
な
し
、
鏡
を

以
て
神
體
と
す
、
社
殿
の
前
に
、
宗
直
住
せ
し
宅
地
の
跡
あ
り
、
今
農
民
多
持
門
の
名
頭
次

郎
と
云
者
、
是
に
住
す
、
此
次
郎
先
祖
は
、
即
ち
熊
谷
に
從
ひ
來
れ
る
と
い
ふ
、
代
宮
司
平

藏
先
祖
も
、
同
じ
く
然
り
と
ぞ
、
平
藏
家
に
、
三
尺
餘
の
刀
を
藏
む
、
熊
谷
此
所
に
來
り
し

時
、
與
五
郎
と
い
ひ
し
者
に
、
其
刀
を
帶
せ
、
神
體
を
負
は
せ
た
り
と
い
ふ
、
與
五
郎
が
後

裔
、
今
助
左
衛
門
と
い
ひ
近
頃
ま
で
は
脇
差
も
あ
り
し
に
、
内
之
浦
邑
土
神
崎
喜
三
右
衛
門

是
を
請
得
て
、
家
藏
す
と
な
り
、
喜
三
右
衛
門
は
、
助
左
衛
門
家
族
な
り
と
ぞ
、
例
祭
二
月

十
三
日
・
九
月
七
日
、
社
司
は
瀬
戸
口
氏
、

神
社
合
記

北
辰
社

敷
根
村
に
あ
り
、神
體
は
樟
樹
な
り
、其
樹
圍
三
丈
九
尺
餘
、社
殿
一
字
、

神
樹
を
去
る
こ
と
二
十
四
間
餘
、
林
叢
の
中
に
あ
り
、
俗
に
北
辰
山
と
い
ふ
、
例
祭
六
月
朔

日
・
十
一
月
中
丑
日
、

△
天
滿
神
社

同
村
に
あ
り
、
例
祭
九
月
二
十
五
日
・
十
一
月
二

十
五
日
、
慶
長
七
年
棟
札
に
、
奉
行
山
田
越
前
入
道
有
信
と
誌
す
、
上
文
敷
根
氏
の
時
、
宗

廟
た
り
し
と
は
、
此
社
な
り
、

△
飯
富
大
明
神
社

上
之
段
村
に
あ
り
、
社
地
方
半
町
許
、

林
叢
あ
り
、
木
傳
五
体
、
二
月
初
甲
日
・
九
月
九
日
・
十
一
月
初
甲
日
、
川
田
駿
河
奉
納
せ

し
と
て
、
軍
法
加
持
の
書
あ
り
、
黑
漆
竹
筒
に
藏
む
、
其
書
中
、
大
率
敵
を
降
伏
す
る
の
咒

文
・
印
相
を
記
す
、

◎
卯
方
・
・
・
東
方

◎
元
歴

げ
ん
り
ゃ
く

元
年
・
・
・
一
一
八
四
年

◎
寛
文
九
年
・
・
・
一
六
七
０
年

◎
寳
暦
十
二
年
・
・
・
一
七
六
二
年

◎
咒
文
（
呪
文
）・
・
・
ま
じ
な
い
の
文
句

三
國
名
勝
圖
會

旧
薩
摩
藩
領
の
薩
摩
・
大
隅
及
び
日
向
（
一
部
）
の
三
国
の
自
然
・
寺
社
・
物
産
な
ど
に
つ
い
て
記
述

し
た
編
纂
物
。
全
六
十
巻
。
一
八
四
三
年
（
天
保
一
四
）
藩
主
島
津
斉
興
の
こ
ろ
、
五
代
秀
堯
を
総
裁
と

し
、
橋
口
兼
柄
、
五
代
友
古
ら
が
藩
命
を
受
け
て
編
纂
し
た
。
か
っ
て
「
薩
藩
名
勝
志
」
が
あ
っ
た
が
、

も
れ
た
点
が
多
か
っ
た
。
薩
藩
に
は
、
名
勝
・
旧
跡
・
物
産
な
ど
多
く
の
勝
れ
た
も
の
が
あ
る
の
で
・
そ
れ
を

世
間
に
知
ら
し
め
る
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
。（
鹿
児
島
百
科
事
典
よ
り
）



佛

寺

福
如
山
常
光
寺
蓮
持
院

地
頭
館
よ
り
卯
方
六
町

敷
根
村
に
あ
り
、
本
尊
愛
染
明
王
、
開
山
明
濟
法
印
、
時
代
詳
な
ら
ず
、
本
府
大
乗
院
の
末

に
し
て
、
真
言
宗
な
り
、
開
基
年
月

壽
永
山
瑞
慶
寺

地
頭
館
よ
り
戌
亥
方
、
五
十
間
詳
な
ら
ず
、
當
邑
の
祈
願
所
な
り
、

敷
根
村
に
あ
り
、
本
府
福
昌
寺
の
末
に
て
、
曹
洞
宗
な
り
、
本
尊
阿
彌
陀
如
来
、
開
山
大
驎

和
尚
、
寺
第
二
の
往
特
、
慶
長
十
三
年
、
戌
申
、
九
月
遷
化
、
當
邑
の
菩
提
寺
な
り
、
本
堂

に
貫
明
公
の
御
靈
牌
を
安
置
せ
り
、
寺
傳
に
云
、
當
邑
士
兒
島
清
鏡
、
貫
明
公
に
近
侍
し
、

御
側
醫
師
、
ご
逝
去
の
後
、
老
に
及
び
風
雨
を
厭
は
ず
、
國
分
龍
昌
寺
に
日
詣
懈
ら
ず
、
公

の
御
女
子
、
於
平
姫
、
清
鏡
が
忠
厚
な
る
を
感
じ
給
ひ
、
御
靈
牌
を
當
寺
に
御
安
置
あ
り
て
、

清
鏡
が
勞
を
休
め
給
ふ
と
い
ふ
、

藥
師
堂

地
頭
館
よ
り
丑
寅
方
、
十
二
町
、

敷
根
村
、
日
州
通
道
、
門
倉
の
北
側
に
あ
り
俗
に

門
倉
藥
師
と
呼
ぶ
、
石
階
半
町
許
、
曲
折
し
て
登
る
、
茅
堂
一
宇
、
南
に
向
ふ
、
藥
師
堂
の

三
字
を
扁
す
、
天
井
蟠
龍
を
畫
く
、
本
尊
木
像
を
安
ず
、

高
さ
三
尺
許
、
此
像
は
、
傅
敎

大
師
の
作
に
し
て
、
本
藩
三
州
の
内
、
三
藥
師
の
一
な
り
と
い
ふ
、

三
藥
師
と
は
高
岡
法

華
嶽
寺
の
藥
師
・
帖
佐
米
山
の
藥
師
・
此
藥
師
な
り
と
ぞ
、
左
右
に
日
光
・
月
光
・
十
二
神

を
置
く
、

古
來
安
置
せ
し
像
は
、
何
の
頃
に
や
、
人
あ
り
盗
去
り
し
と
ぞ
、
是
に
依
て
、

日
州
諸
縣
郡
高
城
邑
宮
原
村
佛
工
彫
刻
寄
進
せ
り
、
天
明
卯
十
月
と
記
す
、

此
堂
後
は
揚

之
山
に
據
て
、
地
形
高
敞
な
り
、
西
南
の
方
に
は
、
水
田
海
上
を
目
下
に
望
み
、
風
景
淸
奇

な
り
、
境
内
古
木
蒼
然
た
り
、
堂
後
に
大
杉
樹
二
株
あ
り
、
神
木
と
稱
す
、
枝
葉
繁
茂
し
て
、

雲
に
參
る
、
盖
し
數
百
年
の
物
な
る
べ
し
、
此
堂
の
縁
起
を
按
ず
る
に
、
漢
土
明
國
浙
江
寧

波
府
定
海
縣
の
董
十
八
官

其
名
詳
な
ら
ず
、
本
藩
に
歸
化
せ
る
人
な
る
べ
し
、
建
立
せ
り
、

其
年
月
は
傅
は
ら
ず
、
堂
宇
の
製
、
甚
莊
嚴
な
り
し
に
其
後
傾
倒
せ
し
を
、
董
某
の
子
高
石

孫
三
郎
、

此
人
、
姓
名
を
國
俗
に
改
し
な
る
べ
し
、
邑
主
敷
根
備
中
守
頼
兼
と
、
志
を
同

し
て
、
天
正
四
年
、
丙
子
、
十
二
月
二
十
三
日
、
再
建
せ
し
を
誌
す
、
慶
長
四
年
、
莊
内
伊

集
院
忠
眞
を
御
征
伐
の
時
、
兵
士
此
堂
に
集
り
、
各
其
志
を
述
て
、
文
句
を
前
後
左
右
の
板

壁
等
に
題
し
け
る
、
其
内
平
田
三
五
郎
宗
次
は
、
姿
容
秀
麗
に
し
て
、
美
少
年
の
名
高
か
り

し
が
、
年
十
六
に
て
從
軍
し
、
此
堂
に
來
り
し
に
、
衆
人
既
に
題
書
し
て
其
板
壁
の
低
き
處

は
書
す
べ
き
隙
な
か
り
け
れ
ば
、
家
丁

け
ら
い

に
捧
持
せ
ら
れ
て
、
其
最
高
の
所
に
自
詠
の
和
歌
を

題
し
け
る
、

其
歌
に
云



か
き
置
は
片
身
と
も
な
る
筆
の
跡

我
は
何
く
の
土
と
な
る
ら
ん

か
く
て
宗
次
は
、
莊
内
の
役
に
戰
死
し
け
る
、
其
板
壁
は
衆
兵
の
題
書
長
く
殘
り
し
故
、
本

府
侠
少
年
の
徒
、
遠
路
を
歴
て
來
り
見
る
者
多
か
り
し
と
ぞ
、
就
中
に
て
平
田
宗
次
が
題
詠

を
見
る
、
老
少
と
な
く
皆
感
泣
を
催
し
け
る
と
か
や
、
然
る
に
往
時
瑞
慶
寺
よ
り
、
堂
の
内

外
都
て
黑
く
塗
り
け
れ
ば
、
今
は
片
言
隻
字
も
見
え
ず
と
な
り
、
此
題
書
は
、
古
風
な
る
者

な
り
し
に
、
誠
に
惜
む
べ
き
事
と
謂
つ
べ
し
、
こ
の
藥
師
古
來
靈
佛
の
名
高
く
し
て
、
信
心

の
徒
靈
驗
奇
特
の
不
思
議
往
々
あ
り
と
て
、
當
邑
は
論
な
く
、
他
邑
よ
り
常
に
參
詣
し
、
特

に
毎
年
六
月
八
日
は
、
藩
俗
の
六
月
燈
を
施
行
し
、
諸
方
よ
り
群
詣
し
て
、
頗
る
閙
然
な
り

と
ぞ
、
此
堂
は
瑞
慶
寺
の
所
管
な
り
、

○
藥
師
の
水
附
藥
師
の
瀑

藥
師
堂
の
後
、
七
八
間
許
に
あ
り
、
淸
水
大
石
・
巨
巖
の
間
よ

り
湧
出
し
、
水
勢
甚
盛
な
り
、
藥
師
水
と
號
す
、
堂
よ
り
八
九
間
西
に
て
瀑
水
と
な
り
、

懸
崖
よ
り
瀉
き
落
つ
、
其
懸
崖
は
滑
り
石
に
て
、
高
さ
五
間
許
、
濶
さ
一
間
半
程
あ
り
、

藥
師
瀑
と
い
ふ
、
下
流
は
高
橋
川
に
入
る
、
此
藥
師
水
は
、
性
品
絶
佳
に
し
て
、
其
味
淸

美
な
り
、
百
病
を
愈
す
と
て
、
病
患
の
徒
、
常
に
汲
み
飲
む
者
多
し
と
か
や
、

◎
丑
寅
・
・
・
北
東

◎
十
二
町
・
・
・
一
町
（
六
十
間

約
一
０
八
メ
ー
ト
ル
）

◎
蟠は

ん

龍り
ゅ
う

・
・
・
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
い
る
龍

ま
だ
天
に
昇
ら
な
い
龍

◎
天
明
一
年
・
・
・
一
七
八
０
年

◎
高
敞

こ
う
し
ょ
う

・
・
・
土
地
が
高
く
開
け
て
い
て
見
晴
ら
し
が
い
い

◎
董と

う

十
八
官
・
・
・
役
人

◎
天
正
四
年
・
・
・
一
五
七
六
年

◎
慶
長
四
年
・
・
・
一
五
九
九
年

◎
隻せ

き

字じ

・
・
・
一
つ
の
文
字

わ
ず
か
な
文
字

◎
奇
特
・
・
・
特
に
勝
れ
て
い
る
こ
と

た
ぐ
い
め
ず
ら
し
い
こ
と

◎
閙
然
（
ど
う
ぜ
ん

？
）・
・
・
さ
わ
が
し
い

に
ぎ
や
か



舊

跡

長
尾
城

地
頭
館
よ
り
卯
方
、
二
十
四
町
、

敷
根
村
に
あ
り
、
天
險
の
山
城
な
り
、
四
方
巖

壁
峭
立
し
て
、
高
低
あ
り
、
高
さ
凡
そ
百
二
十
間
、
城
上
の
周
廻
二
十
一
町
許
、
本
丸
・

西
城
・
三
丸
の
跡
あ
り
、
本
丸
と
三
丸
と
の
間
、
東
北
の
方
、
半
は
山
形
分
れ
て
、
渓
谷

相
通
ず
、
其
谷
に
水
泉
瀉
き
出
づ
、
下
流
は
舟
川
と
い
ふ
、
又
本
丸
の
中
に
、
若
宮
石
祠

あ
り
、
又
城
上
に
諸
人
宅
地

四
周
に
竹
を
植
て
墻
と
す
、
其
竹
方
言
金
竹
と
云
る
も
の

な
り
、

及
び
馬
塲
の
跡
等
殘
れ
り
、
當
城
は
、
往
古
敷
根
氏
世
々
の
居
城
な
り
、
其
祖

土
岐
國
房
、
敷
根
を
領
し
、
國
房
の
子
頼
房
、
始
め
て
敷
根
を
以
て
氏
と
す
、
國
房
よ
り

第
十
四
代
頼
賀
が
時
、
適
地
肝
屬
氏
等
の
衝
に
當
り
、
疆
界
を
守
り
、
防
戰
す
る
こ
と
凡

そ
二
十
餘
年
、
遂
に
當
邑
を
全
す
、
天
正
三
年
、
貫
明
公
頼
賀
の
忠
勞
を
賞
し
て
、
隅
州

春
華

今
重
富
の
内
、

益
田

帖
佐
の
内
、
の
地
、
千
石
を
加
へ
賜
ふ
、
既
に
し
て
文

祿
三
年
、
豊
太
閤
の
命
に
て
本
藩
田
地
丈
量
の
事
あ
り
、
於
是
四
年
垂
水
の
地
田
上
に
易

封
せ
ら
れ
、
頼
賀
其
家
臣
を
從
へ
移
る
、
敷
根
氏
の
裔し

冑そ
ん

、
今
市
成
邑
主
島
津
石
見
久
浮

是
な
り
、
事
は
市
成
に
詳
に
す
、
敷
根
氏
世
々
の
基
な
り
と
て
、
當
城
の
南
麓
に
あ
り
、

杉
林
の
中
三
面
に
石
墻
を
築
き
、
六
地
藏
石
塔
一
基
あ
り
て
、
銘
文
を
刻
す
、
天
明
丙
午

の
年
、
第
二
十
三
代
の
孫
、
島
津
仁
十
郎
久
芳
、
祖
先
の
古
墓
崩
頽
せ
し
者
を
、
一
所
に

集
合
し
て
、
六
地
藏
を
建
立
し
、
冥
福
と
す
る
旨
を
記
す
、

○
繩
掛
松

長
尾
城
大
手
口
の
下
に
あ
り
、
此
松
よ
り
西
を
外
圍
、
東
を
内
圍
と
唱
ふ
、
往

昔
城
中
の
人
民
、
八
月
十
五
夜
、
繩
を
以
て
松
に
掛
て
、
外
圍
・
内
圍
の
人
數
、
二
ツ
に
分

れ
て
繩
を
引
き
、
勝
負
を
論
じ
て
遂
に
爭
死
に
及
べ
り
と
ぞ
、
今
に
至
て
八
月
十
五
日
は
、

此
所
に
怪
異
あ
り
と
い
へ
り
、
其
松
兩
股
あ
り
て
大
木
な
り
、

○
陣
の
崖ひ

ら

長
尾
城
大
手
口
の
西
に
あ
り
、
城
の
取
添
な
り
と
て
、
塹ほ

り

の
跡
あ
り
、
本
丸
に

通
ず
る
路
あ
り
、
淸
水
鄕
土
有
馬
勘
右
衛
門
家
藏
文
書
の
内
に
、
肝
屬
氏
敷
根
口
へ
侵
せ

し
時
、
取
添
の
本
口
に
て
、
有
馬
半
六
左
衛
門
戰
死
す
、
其
時
の
地
頭
、
村
田
越
前
守
に

戰
功
あ
り
と
見
え
た
り
、
取
添
の
本
口
と
は
、
此
邊
の
事
な
る
べ
し
、

桂
姫
城

地
頭
館
よ
り
卯
方
、
一
里
半

上
之
段
村
の
地
、
長
野
・
谷
山
・
平
尾
山
に
間
に
あ

り
、
長
野
谷
・
平
尾
、
兩
山
を
桂
之
尾
と
呼
ぶ
、
上
古
桂
姫
居
城
な
り
し
と
い
ふ
、
山
下

よ
り
渓
谷
に
傍
ひ
、
林
木
の
間
を
登
降
曲
折
す
る
こ
と
數
町
に
し
て
、
山
間
梢
丙
な
る
所

を
得
、
是
を
城
跡
と
す
、
其
丙
所
に
一
奇
樹
あ
り
、
か
つ
ら
木
と
い
ふ
、
高
二
丈
四
尺
、

圍
一
丈
二
尺
、
其
土
根
よ
り
百
千
の
枝
生
ず
、
因
て
千
本
木
と
も
呼
ぶ
と
な
り
、
土
人
云

此
木
他
所
何
の
地
に
も
、
更
に
あ
る
こ
と
な
く
、
只
一
樹
の
み
な
り
と
い
へ
り
、
又
靈
樹



な
り
と
て
、
伐
取
る
こ
と
を
禁
ず
、
古
へ

神
功
皇
后
三
韓
國
を
御
征
伐
あ
り
し
時
、

桂
姫
從
軍
し
て
武
功
あ
り
、

皇
后
因
て
桂
姫
を
賞
し
て
、
名
を
勝
浦
姫
と
賜
ひ
け

り
、
是
よ
り
武
家
に
勝
浦
姫
の
後
を
愛
慕
し
て
、
當
國
に
も
前
代
勝
浦
姫
の
妹
一
人
召
さ

れ
、
敷
根
へ
宅
地
を
賜
ひ
、
居
住
せ
し
め
ら
れ
た
り
と
い
ふ
、
此
所
其
舊
址
な
る
べ
し
、

又
城
後
の
峯
を
、
桂
の
み
ね
と
い
ふ
、

觸
ケ
野

地
頭
館
よ
り
寅
卯
方
三
里
三
町
餘

上
之
段
村
に
あ
り
、
其
地
廣
の
高
岡
あ
り
、
莊

内
の
役
に
、
陣
觸
あ
り
し
所
と
い
ひ
、
又
狼
煙
を
揚
し
所
と
い
ふ
、
爰
に
狼
煙
を
揚
げ
れ

ば
、
國
分
の
城
に
續
て
立
、
又
鹿
兒
島
吉
野
の
上
に
續
く
と
な
り
、

物

産

土
石
類

假
山
石

敷
根
村
若
尊
碕
に
出
づ
、

飲
食
類

鹽し
お

邑
内
鹽
田
あ
り
て
、
甚
廣
し
、
邑
民
産
業
の
大
半
と
な
る
と
い
ふ
、

△
煙
艸

當
邑
は
國
に
隣
る
故
に
、
煙
艸
の
性
品
、
國
分
産
に
相
類
し
て
、
上
品
な
り
、
所

謂
國
分
五
所
・
八
所
の
産
に
も
髣
髴
た
り
、
其
名
品
に
、
羽
白
・
源
ケ
島
と
い
ふ
二
種
あ

り
、

藥
種
類

枳
殼

△
瓜
窶
實

△
茯
苓

△
柴
胡

飛
禽
類

鶉う
ず
ら

△
雉

走
獸
類

野
猪

鱗
介
類

帶
魚

鰺あ
じ

火
歩
魚
方
言
、

◎
墻
（
し
ょ
う
）・
・
・
か
き

さ
か
い

境
界

◎
疆
界
（
き
ょ
う
か
い
）・
・
・
さ
か
い

境
界

◎
天
正
三
年
・
・
・
一
五
七
五

◎
文
禄
三
年
・
・
一
五
九
四

◎
裔し

冑そ
ん

（
え
い
ち
ゅ
う
）・
・
・
遠
い
子
孫

血
筋

◎
天
明
・
・
・（
一
七
八
一
～
一
七
八
九
年
）

◎
崩
頽
（
ほ
う
た
い
）・
・
・
く
ず
れ
す
た
れ
る

◎
陣
觸
・
・
・
陣
地
（
？
）

◎
爰こ

こ

に
狼
煙
・
・
の
ろ
し
（
狼
の
糞
を
用
い
る
と
風
が
吹
い
て
も
煙
は
真
っ
直
ぐ
あ
が
る
）

◎
煙
艸
・
・
・
た
ば
こ

◎
髣
髴
・
・
・
彷
彿

よ
く
似
て
い
る

そ
っ
く
り

◎
枳
殼
（
き
こ
く
）・
・
か
ら
た
ち
の
実
を
乾
か
し
て
作
る
薬
品



◎
瓜
窶

か
ら
す
う
り

實の
み

・
・
・
窶
（
ろ
う

る
）
し
ろ
よ
も
ぎ

◎
茯
苓
（
ぶ
つ
り
ょ
う
）・
・
・
松
の
根
に
寄
生
す
る
き
の
こ
の
類
（
薬
草
の
名
）

◎
柴
胡
・
・
・（
さ
い
こ
）
薬
草

の
ぜ
り
の
異
名

◎
帶
魚
・
・
・
う
な
ぎ
（
？
）

太
刀
魚
（
？
）

◎
火
歩
魚
方
言
・
・
・
ひ
ぼ
か
し
た
魚
（
？
）

※

原
文
を
忠
実
に
書
き
写
し
ま
し
た
が
、
漢
字
が
な
く
て
現
代
の
漢
字
に
替
え
た
部
分
が
若
干
あ
り
ま

す
。
敷
根
研
究
の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

※

私
が
意
味
の
分
か
ら
な
か
っ
た
言
葉
を
漢
和
辞
典
等
で
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
の
あ
と
に
書
き
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
不
明
な
語
句
は
勝
手
に
意
味
を
書
い
て
み
ま
し
た
。
賢
明
な
る
皆
さ
ん
の
ご
指
導

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
主
に
（
？
）
の
部
分
で
す
。

※

今
後
分
か
り
や
す
い
現
代
語
訳
（
小
中
学
生
用
）
を
作
製
す
る
予
定
で
す
が
、
さ
ら
に
ご
指
導
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
神
宮
司

耕
二
】

※
参
考
図
書

○
三
国
名
勝
図
會

（
昭
和
五
十
七
年

復
刻
版
）

原
口
虎
雄

監
修
・
改
題

○
大
漢
和
辞
典

諸
橋
漱
次

著

○
大
漢
語
林

鎌
田

正

他
著

大
修
館

○
広
辞
苑

新
村

出

著

岩
波
書
店

○
国
語
大
辞
典

小
学
館

（
三
国
名
勝
図
會
よ
り
「
敷
根
」
の
最
初
の
部
分
）


